再々評価調書
１事業概要

	事業名
	都市計画道路　和泉中央線　

	担当部署
	都市整備部交通道路室道路整備課街路建設グループ（連絡先　06－6944－9280）

	事業箇所
	和泉市肥子町一丁目、二丁目、府中町一町目、二丁目地内

	再評価理由
	・再評価実施後5年間が経過した時点で継続中

	目的
	和泉市の中心部と丘陵部を東西に結ぶ幹線道路であり、国道26号等の大阪和歌山間の主要幹線道路との機能的な幹線道路のネットワークを形成するため、鉄道交差部のアンダーパスによる立体交差事業の整備を行うものである。鉄道との立体交差により、踏切遮断による慢性的な交通渋滞を緩和し、和泉市中心部の交通流の円滑化を図る。

また、現道は和泉府中駅へのアクセス道路であり、自転車・歩行者ともに交通量が多く、歩道もないため、現道拡幅を行うことにより安全確保を図るものである。

	内容
	道路築造
延長：0.6㎞　
幅員：33.0ｍ　本線部：車道3.25ｍ×4、

側道部：車道3.0ｍ×2、歩道3.2ｍ×2

	事業費

（　）内の数値は再評価時点のもの
	全体事業費：約　　124　億円（約　104 億円）　　　  うち投資済事業費：約 116  億円

（内訳）調査費等 約 　4　億円（約　 4億円）　　　（内訳）  調査費等 約　4　億円

用地費　約　 47　億円（約　35億円）　　　　　　　  用地費　約　46  億円

　　　　　工事費　約　 73　億円（約　65億円）　　　　        工事費　約　66  億円

	
	【事業費の変更理由】

・当初想定していた土質状況と異なるため、仮設材を存置し、地盤改良範囲を追加したことによる増額（約3.5億円）
・地下埋設物管理者との協議により、地盤改良を追加したことによる増額（約3億円）
・埋蔵文化財包蔵地の調査範囲の拡大による増額（約1億円）
・工事期間の延長による安全費の増額（約0.5億円）

・物件調査の結果、補償費が増額（約12億円）
	【工事費の内訳】

本体工 約　71　億円（約63億円）

付帯工 約　 2　億円（約　2億円）



	事業費の変動要因
	―

	維持管理費
	5.0百万/年・㎞（過去５年間の平均値）

	上位計画
	大阪府都市基盤整備中期計画（案）改定版(H17.3)

	関連事業
	―


２事業の必要性等に関する視点
	
	【事前評価時点H9】
	【再評価時点H18】
	【再々評価時点H23】
	【変動要因の分析】

	事業目的に

関する諸状況
	(周辺道路)
国道480号

交通量24H  15,479台

田治米忠岡線

交通量24H　6,440台

(H6年交通センサス)
	(周辺道路)
国道480号
交通量24H 14,599台

田治米忠岡線

交通量24H 6,360台

(H11年交通センサス)
	（周辺道路）
国道480号

交通量24H 13,079台
田治米忠岡線

交通量24H　6,352台
(H17年交通センサス)
	－

	地元等の

協力体制等
	和泉市域の中心部を通る道路であり、交通混雑の緩和を図るため、早期整備が望まれている。
	依然として交通混雑していることから、早期整備が望まれている。
	平成23年3月末に本線部の供用を図ったところであり、引き続き、側道部の早期完成が望まれている。
	－

	事業の投資効果

＜費用便益分析＞

または

＜代替指標＞
	・費用便益の測定手法が確立されておらず、算出することができない。
	・B/C＝3.50

　B＝391.0億

　C＝111.6億

※算出根拠

費用便益分析マニュアル（国土交通省平成15年８月）
	・B/C＝1.48
B＝210.6億

C＝142.3億

※算出根拠

費用便益分析マニュアル（国土交通省平成20年11月）
	事業費の増大による費用便益費の減少
平成20年11月、費用便益分析マニュアル改定による費用便益分析方法の変更

	事業効果の

定性的分析

（安心・安全、活力、快適性等の有効性）
	・歩車道分離による歩行者、自転車の安全確保

・鉄道とアンダー交差となることにより安全性が向上

・本路線整備による事業地周辺の道路渋滞緩和

・駅前再開発事業との一体整備による新たな活力をもたらす街づくりの推進
	・歩車道分離による歩行者、自転車の安全確保

・鉄道とアンダー交差となることにより安全性が向上

・本路線整備による事業地周辺の道路渋滞緩和

・駅前再開発事業との一体整備による新たな活力をもたらす街づくりの推進
	・歩車道分離による歩行者、自転車の安全確保

・鉄道とアンダー交差となることにより安全性が向上

・本路線整備による事業地周辺の道路渋滞緩和

・駅前再開発事業との一体整備による新たな活力をもたらす街づくりの推進
	－


	
	【事前評価時点H9】
	【再評価時点H18】
	【再々評価時点H23】
	【変動要因の分析】

	事業の進捗状況

＜経過＞

①事業採択年度

②事業着工年度
③完成予定年度
	1 H9年度
2 H9年度

3 H16年度


	1 H9年度
2 H9年度

3 H22年度
	①　H9年度

②　H9年度
③　H24年度
	・文化財調査の追加による。

・仮設工法変更に伴う工期延期による。

	＜進捗状況＞
	
	・用地　97％

・工事　22％


	・用地　98％

・工事　90％


	－

	事業の必要性等に関する視点における判定（案）
	和泉市周辺における渋滞の解消と歩行者の安全性の確保、また駅へのアクセス道路としての必要性に変化がない。また、平成23年3月に本線部分が供用し、踏切周辺については現道切替え工事を現在行っているところであり、早期完成が必要であることから継続する。


３事業の進捗の見込みの視点

	今後の見通し
	平成23年3月末に本線部の供用を開始したところであり、引き続き残る用地の買収に努め、平成24年度末の完成に向け、側道部の整備等を行う。

	事業の進捗の見込みの視点における
判定（案）
	工法の変更による工期の遅れが生じたが、本線についてはH23年3月に供用し（アンダー交差部）、9割以上の進捗もあるため、継続する。





４コスト縮減や代替案立案等の可能性の視点

	コスト縮減や代替案立案等の可能性
	用地買収・工事についても9割以上の進捗があり、コスト縮減又は代替案立案等の可能性はない。

	コスト縮減や代替案立案等の可能性の視点における
判定（案）
	現計画が最適であるため、継続する。



５特記事項
	自然環境等への

影響とその対策
	　周辺は市街地が形成されており、本事業において新たに自然環境に影響を与えることは無い。

	前回評価時の意見具申と府の対応
	―

	その他
	―


６対応方針（原案）

	対応方針（原案）
	○継続

＜判断の理由＞

・現在までの進捗は、地下埋設事業者との協議及び、文化財調査の追加に伴い遅れているが、遅延要因が解消され、現時点において計画通りH24 年度の完成が見込まれている。和泉市周辺における渋滞の解消と歩行者の安全性の確保、また駅へのアクセス道路としての必要性に変化がなく、計画通りの完成が見込まれていることから事業を継続する。
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